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【手続補正書】
【提出日】平成26年11月27日(2014.11.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像表示装置の画像表示部を有する基部と透光性の保護部との接着に使用する熱硬化型
ポリオルガノシロキサン組成物であって、
　両末端のケイ素原子にアルケニル基を有する、直鎖状ポリオルガノシロキサン（成分Ａ
）、
　両末端のケイ素原子に水素原子を有する、直鎖状ポリオルガノハイドロジェンシロキサ
ン（成分Ｂ１）、
　一分子中に、ケイ素原子に結合した水素原子を３個以上有する、環状ポリオルガノハイ
ドロジェンシロキサン（成分Ｂ２）、
　白金系触媒（成分Ｃ）、及び
　接着付与剤（成分Ｄ）
を含み、
　成分Ａのアルケニル基の個数ＶｉＡに対する、成分Ｂ１の水素原子の個数ＨＢ１と成分
Ｂ２の水素原子の個数ＨＢ２との和である個数（ＨＢ１＋ＨＢ２）の比が０．２～１．２
であり、
　ＨＢ１が、ＨＢ１＋ＨＢ２に対して０．１～０．８であり、
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　組成物の２３℃における粘度が、２０００ｃＰ超、１００００ｃＰ以下である、
熱硬化型ポリオルガノシロキサン組成物。
【請求項２】
　（Ｂ２）が、Ｒ２ＨＳｉＯ１／２単位（式中、Ｒは水素原子又はＣ１－Ｃ６アルキル基
を表す）及びＳｉＯ４／２単位からなり、一分子中に、ケイ素原子に結合した水素原子を
３個以上有する、環状ポリオルガノハイドロジェンシロキサンである、請求項１記載の熱
硬化型ポリオルガノシロキサン組成物。
【請求項３】
　成分Ａの２３℃における粘度が、２０００ｃＰ超、１２０００ｃＰ以下である、請求項
１又は２記載の熱硬化型ポリオルガノシロキサン組成物。
【請求項４】
　成分Ｄが、アルコキシシランである、請求項１～３のいずれか１項記載の熱硬化型ポリ
オルガノシロキサン組成物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項記載の熱硬化型ポリオルガノシロキサン組成物を用いて、
画像表示装置の画像表示部を有する基部と透光性の保護部とを接着した画像表示装置。
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